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要 旨 

企業のTCO削減を目的としたオープンソースソフトウェア

(OSS)を活用したミッションクリティカルな企業情報システ

ム開発の事例が増えるにつれ、システムを高品質、低コス

ト、短納期で開発することを可能とする開発標準の整備が

必須となっている。三菱電機インフォメーションシステム

ズ(株)(MDIS)では、OSSの黎明期よりMDIS Webシステム開発

標準（MIWESTA(注1):MDIS Web Development Standard）の整

備を進め、顧客システムの品質・生産性向上を図ってき

た。 

オープンシステム対応の開発標準において、システムに

最適なOSSを選定する技術力は非常に重要であるが、単に

OSSを適用するだけでは最新技術を導入する際のオーバーヘ

ッドによって、期待する生産性を得ることはできず、この

オーバーヘッドを削減する開発プロセスや設計技法を整備

することが重要である。 

MIWESTAはこれらの課題を解決する開発標準で、既存の

様々なOSSアプリケーションフレームワークの長所を組合せ

て実現したMIWESTAアプリケーションフレームワーク

“MIWESTA-AF”をはじめ、このフレームワークを活用する

ための開発プロセスや設計技法及びコード自動生成ツール

“JCFGEN”などをオールインワンで提供している。これま

でに、様々な規模の実システムに適用され、その効果も実

証されつつある。 

 

(注1)MIWESTAは、三菱電機インフォメーションシステムズ

（株）が商標登録出願中である。 
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MIWESTA技術体系図 
MIWESTAは、検証済みOSSスタックとWebシステム構築に必要なMIWESTA拡張機能から成るアプリケーションフレームワークMIWESTA-AFをはじめ、

MIWESTA開発プロセス、設計ガイド、開発ツール・技法、コード自動生成ツールなどオープンシステムの開発プロジェクトに必要な技術を体系化し

たWebシステムの開発標準である。 

*三菱電機インフォメーションシステムズ（株） **三菱電機（株） 



１．まえがき 

企業情報システムをオープンシステムとして構築する事

例が増えるにつれ、システムインテグレータ業界ではアー

キテクチャ設計に起因するシステム品質・生産性の課題が

頻繁に取り上げられるようになった。オープンシステムで

は、OSS活用とマルチベンダー製品による開発が中心とな

るため、従来のシングルベンダー環境の開発に比べてソフ

トウェア・アーキテクチャ（以下､アーキテクチャと略

称）設計がシステム品質に大きく影響していると考えられ

る。MDISでは、上記の課題を解決するため、Webシステム

開発標準“MIWESTA”を開発した。 

本稿ではMIWESTAの提供する主な開発技術と適用事例に

ついて述べる。 

２．オープンシステムの品質・生産性の課題 

OSSを活用した企業情報システムの品質・生産性を確保

するためには、オープンシステムに有効な開発標準の整備

が必須であるが、次の課題がある。 
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図2.MIWESTAの３階層構造 

(1)多様な業務ニーズに適応可能な品質・生産性の高いア

ーキテクチャを選定することが必要である。その実現手

段として複数のOSSを活用することが一般的であるが、

OSS選定では、OSSを組み合わせたアーキテクチャの機

能・性能・品質を事前に評価することが重要である。 

(2)オープンシステム開発では、OSSの特質を把握したうえ

で、性能や拡張性・使用性などの品質特性を引き出すた

めのアーキテクチャ設計がシステム全体の品質に大きく

影響する。そのため、基本的なソフトウェア構造を規定

するアーキテクチャを決定し、それに基づいて開発を進

めるアーキテクチャ駆動の開発プロセス(1)が重要であ

る。 

(3)Javaを基本としたオープンプラットフォームでは、フ

レームワークを構成するOSSの技術習得に多くの時間が

かかるため、そのオーバーヘッドを軽減できる定型化さ

れた開発方式への転換が重要である。 

３．MIWESTAの全体構成 

 MIWESTAは、検証済みOSSスタックとWebシステム構築に

必要なMIWESTA拡張機能からなる３階層アーキテクチャの

アプリケーションフレームワーク“MIWESTA-AF”を中心と

し、このフレームワークを活用するための開発プロセスや

設計技法及びコード自動生成ツール“JCFGEN”など、オー

プンシステムの開発プロジェクトに必要な技術を体系化し

たWebシステムの開発標準である（図１）。 

４．MIWESTAのアーキテクチャ 

4.1 基本的な考え方 

 MIWESTAは、図2に示すとおりプレゼンテーション層、

ビジネスロジック層、データアクセス層からなる論理３階

層モデルを標準のアーキテクチャとして採用しており、各

層間は疎結合なアーキテクチャとしている。また、OSSで

不足しているシステム構築に必要な共通機能は、“拡張機

能”として、MIWESTA-AFが提供している。 

4.2 MIWESTAのアーキテクチャ概要 

MIWESTA-AFを構成する各層は、次のようなアーキテクチ

ャである。 

(1)プレゼンテーション層では、Java EE( 注 2)(Java2 

Enterprise Edition)が提供するサーブレット、JSP（注

2）（Java Server Pages）の基本技術をベースにブラウ

ザからの処理要求をサーバ側のアプリケーションプログ

ラムに伝えるためのフレームワークとして“Struts”を

採用している。 

(2)ビジネスロジック層では、POJO(Plain Old Java 

Object) で ビジネスロジックが作れるように DI

（Dependency Injection）コンテナが使われる。DIコン

テナは、複数のオブジェクトを組合せて利用する場合

に、オブジェクト管理を簡単にする仕組みである。DIコ

ンテナには、“Spring”を採用している。 
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図1．MIWESTAの全体構成 

(3)データアクセス層は、Springが提供するDAO（Data 

Access Object）デザインパターンを利用して実装す

る。ここでは、従来の“JDBC”(注 2)(Java Database 

                                 

(注2) JavaEE,JSP,JDBCはSun Microsystems社の登録商標

である。 



計手順、標準ドキュメントを定義している。従って、実際

のプロジェクトではこのMIWESTA開発プロセスをプロジェ

クトの特性に合わせて修正することにより、短時間で作業

定義の漏れがないプロジェクト固有の WBS（ Work 

Breakdown Structure）を定義することが可能となる。更

に、MIWESTA開発プロセスでは、コード自動生成ツール

“JCFGEN”の使用を前提とした開発プロセスも提供してい

る。 

Connectivity)のフレームワークの他に、オブジェクト

とデータベースのテーブルとの間で形式の変換を行う

O/R(Object Relational)マッピング技術も利用すること

ができる。 

4.3 MIWESTAアーキテクチャの特長 

(1)各層間の結合が“疎結合”であり、置換性、独立性が

ある。例えばプレゼンテーション層の実装技術の置換が

容易であり、後述する事例ではWebサービス(3)による実

装をプレゼンテーション層に追加することで、“.net” 

(注3）のリッチクライアントをブラウザベースのクライア

ントとプレゼンテーション層に共存させるアクセス方式

を実現している。 

5.2 設計モデルと自動生成ツールによる開発手法 

MIWESTAは、図1に示すとおり、設計モデルとJCFGEN及び

設計モデルを作成するための設計ガイドを提供している。

設計モデルは、MIWESTA-AFのソフトウェア構造を構成する

要素を形式化したもので、13種類の設計モデルがあり、外

部仕様の設計情報を各設計モデルへ記述する方法は設計ガ

イドで示している。JCFGENは、この設計モデルの情報を入

力情報として、MIWESTA-AFが規定するソフトウェア構造の

ソースコードを自動生成する。 

(2)業務機能以外の要件に基づく共通ポリシー的な非機能

要求機能は、MIWESTA－AFの拡張機能として持たせるこ

とで品質・生産性の高いアーキテクチャを目指してい

る。例えば、トランザクション、例外処理、ロギング、

ユーザ認証済みチェック、実行認証チェック、データベ

ースコネクションなど性能やセキュリティを確保するた

めの拡張機能がある。 

5.3 自動生成のメカニズム 

MIWESTA-AFに沿ったJavaのソースコードの自動生成効率

を最大限にするために、過去のソフトウェア設計のドキュ

メントと、作成されたWebアプリケーションのソースコー

ドの関係及び設計情報間の関係を調査・分析し、13種類の

設計モデルに類型化した(図4)。関連する各設計モデル

は、システム内でユニークな完全修飾されたクラス名をキ

ーとして、画面遷移情報用、クラス情報用、メッセージ情

報用など、合計13種類の表形式のテンプレートとして作成

されている。 

(3)MIWESTAでは、“DBT-1”（Open Source Development 

Labs Database Test1）をMIWESTA-AF上に実現したベン

チマーク(2)を利用して、一連のOSS技術を組合せた機

能・性能を評価することで可能であり、目標レベルの品

質・生産性を確保できるかどうか事前に評価することが

できる。 
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5.1 MIWESTA開発プロセスの概要 

MIWESTA開発プロセスは、業界標準の統一プロセス

UP(Unified Process)に基づくオブジェクト指向の手法を

MDIS標準のウォーターフォール開発プロセスに取り入れた

アーキテクチャ駆動の開発プロセスである。 

このプロセスでは、MIWESTA-AFが規定するソフトウェ

ア構造(図3)を構成する要素を設計するための具体的な設
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図3．MIWESTA-AFが規定するソフトウェア階層構造 

 
図4. MIWESTA設計モデル 関係図 

 

JCFGENは、この設計モデルを元に、MIWESTA-AFに準拠す

るソフトウェア構造のファイル体系に沿って、各種コンポ

ーネントのクラスを生成する。クラスには、次の項目が生

成される。パッケージ文、インスタンス変数コメント、ク

ラス変数、インポート文、インスタンス変数、メソッド・

コメント、クラス・コメント、クラス変数コメント、メソ

ッドなどである。単一の設計モデルからだけでは生成でき

ない項目については、クラス名をキーとして、関連する設

計モデルテンプレートを検索し、それらの情報を組み合わ

せることで生成する。また、メソッド内のコードを出力す
                                 

(注3)Microsoft .netは、Microsoft社の登録商標である。 



る際には、予め設計して登録してあるコード（入力パラメ

ータやリターン値のチェック、トレース文、例外処理な

ど）を利用することで、最適なコードを生成することが可

能になる。 

表１．自動生成率 
単位[KL] 単位[%]

内訳 全体開発量 自動生成量 追加・修正量生成率
本事例 全体行数 15.2 8.5 6.7 56

注）画面系：JSP、HTMLを含まず

5.4 JCFGENの特長 

JCFGENの主な特長は、以下のとおりである。 

(1)クラスやメソッドの枠組みを自動生成するので、保守

性や移植性などの向上につながる。 
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図5．製造業向け商品発注システム 

(2)コメント文、ログ出力機能、トレース機能、パラメー

タ・チェック機能などの定型的な処理コードを自動生

成することで、コーディング段階の生産性が向上する 

(3)MIWESTA-AFに準拠の業務ロジックのひな型だけでな

く、それに関連する設定ファイルやプロパティファイ

ルも生成され、生産性が向上する。 

(4)開発者がこれまで蓄積してきた実装ノウハウなどを反

映したベストプラクティスに基づいてソースコードを

生成しており、性能や拡張性を含む幅広い品質特性の

向上につながる。  

６．MIWESTAの適用事例と効果 

MIWESTAは、業種を問わず情報系システムから基幹系シ

ステムまで幅広く適用されている(4)。ここでは、MIWESTA

を適用した事例システムとその適用効果について述べる。 

6.1 事例システム概要 

本事例システムは、製造業向け商品発注システムでオフ

コンを中心とした現行システムを、インターネットを活用

したWebシステムに再構築する事例である(図5)。 

 システム化の課題としては、多様な販売チャネルへ対応

するため、Webクライアントとリッチクライアントに対応

したシステム構築が必要であった。 

6.2 MIWESTA利用の効果 

生産性向上、品質向上、開発期間短縮の観点から、上述

の事例システムにおける効果について述べる。 

(1)生産性向上 

 本事例では全体開発量（コメント含む）の56%をJCFGEN

で自動生成でき、生産性向上に寄与していることが確認で

きた（表1）。今後は更に、データを蓄積し、アプリケーシ

ョンの特性との関係も分析することが課題である。 

 また、疎結合な論理3階層アーキテクチャにより、本事

例のような多様なプレゼンテーション層への対応が容易で

あり、リッチクライアントをブラウザベースのクライアン

トとプレゼンテーション層に共存させるアクセス方式をと

っても、ビジネスロジック層、データアクセス層のクラス

の共通化ができた。 

(2)品質向上 

OSSを組合せて、性能も検証済みのOSSスタックを利用す

ることで、システムの性能も確保できた。 

(3)開発期間短縮 

 開発期間短縮については、次のような観点から、効果を

確認することができた。 

・開発プロセス、MIWESTA-AFなどの適用によりアーキテク

チャ設計の期間を短縮することができた。 

・MIWESTA-AFの拡張機能の提供により、プロジェクトで機

能を開発することなく活用でき生産性に効果があった。 

・コード自動生成により視認性が高く、エラー処理も生成

されるので抜けがなく、品質・生産性に効果があった。 

6．む す び  

MIWESTAの利用状況は、06年度実績として当社のオープ

ンシステム開発プロジェクトの約4割に達している。今後

は、MIWESTA適用を通じての課題をフィードバックすると

共に、リッチクライアントやSOA(Service Oriented 

Architecture)など新しいアーキテクチャパターンの拡充

などの“システム適応力の拡大”と、アーキテクチャ設計

技術の拡充や自動化の強化などの“ソフトウェア生産性向

上”を２軸の柱として強化拡充を図っていく。 
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